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一

中
世
の
大
陸
文
化
の
受
容
と
そ
れ
に
伴
う
禅
宗
の
伝
来
に
よ
っ

て
多
数
の
禅
籍
が
日
本
に
将
来
さ
れ
、
当
時
こ
れ
ら
の
禅
籍
に
対

し
種

々
な
註
釈
が
作
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
中
世
の
註
釈
の

大
部
分
は
既
に
散
…伏
し
、
今
日
に
伝
わ
る
も
の
は
稀
で
あ
る
が
、

以
下
に
紹
介
す
る
五
灯
会
元
抄
は
三
種
と
も
室
町
中
期
以
前
の
成

立
と
考
え
ら
れ
、
禅
籍
の
注
釈
書
と
し
て
は
比
較
的
初
期
の
も
の

で
あ
り
、
五
灯
会
元
の
本
文
の
読
解
の
為
に
も
、
ひ
い
て
は
他
の

禅
籍

の
読
解
の
為
に
も
、
又
中
世
の
禅
宗
の
学
問
の
水
準
を
解
明

す
る
為
に
も
大
き
な
資
料
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

禅
宗
史
籍
の
註
釈
は
五
灯
会
元
抄
以
外
に
も
幾

つ
か
あ
り
、
五

灯
会
元
抄

の
中
に
も
そ
れ
ら
が
見
ら
れ
五
灯
会
元
抄
の
内
容
や
成

立
を
開
明
す
る
為
に
は
こ
れ
ら
の
他
の
註
釈
に
つ
い
て
も
触
れ
ざ

る
を
得
ず
、
又
現
在
は
直
接

の
関
連
を
も
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る

も
の
も
将
来
新
資
料
が
出
現
し
た
際
に
は
照
合
が
必
要
に
な
る
も

の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
中
に
は
未
報
告
の
も
の
も
あ
る
の
で
、

一
応
管
見
に
入

っ
た
禅
宗
史
籍
の
註
釈
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し

て
お
き
た
い
。

現
存
す
る
註
釈
書

の
う
ち
調
査
し
え
た
も
の
は

(
一
)
五
灯
会
元
抄

(
二
)
五
灯
会
元
抄

(
三
)
五
灯
会
元
抄

(四
)
五
灯
録
抄

a
、
伝
灯
録
抄

b
、
広
灯
録
抄

c
、
続
灯
録
抄

d
、
連
灯
録
抄

一
山
抄

蒙
山
抄

咲
山
抄

写
本

一
冊

写
本

一
冊

写
本
三
冊

全
八
冊

写
本
三
冊

写
本

一
冊

写
本

一
冊

写
本

一
冊
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e
、
普
灯
録
抄

(
五
)
景
徳
伝
灯
録
紗

(
六
)
景
徳
伝
灯
録
紗

の
六
種

で
あ
り
、
こ
の
他

(
七
)
景
徳
伝
灯
録
抄
註

(
八
)

〔
景
徳
伝
灯
録
抄
〕

(九
)
五
灯
私
考

写
本
二
冊

板
本
五
冊

写
本

一
冊

写
本

一
冊

写
本

一
冊

写
本

一
冊

の
三
種
は
所
在
は
判
明
し
て
い
な
が
ら
調
査
で
き
な
か

っ
た
の
で

将
来
そ
の
機
会
を
得
た
い
。
以
上
の
他
記
録
に
よ

っ
て
存
在
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
に
は
金
沢
文
庫
蔵
の
称
名
寺
小
経
蔵
目
録

に
見
ら
れ
る
。

抄

一
帖

伝
灯
年
代
補
註

が
あ
り
、
前
者
は
前
後
か
ら
す
れ
ば
五
灯
会
元
の
抄
と
考
え
ら
れ
、

臥
雲
日
件
録
抜
尤
に
は

伝
灯
録
抄

空
谷
明
応
述

五
灯
会
元
抄

古
象
周
印

が
み
ら
れ
、
簾
軒
日
録
に
は

五
灯
会
元
抄

十
冊

が
み
ら
れ
、
日
本
禅
林
選
述
書
目
に
は

伝
灯
録
抄

椿
庭
海
寿

僧
宝
伝
不
二
紗

岐
陽

五
灯

一
覧

雲
章

五
灯
会
元
抄

叔
英

が
挙
げ
ら
れ
、
新
纂
禅
籍
目
録
に
は

増
集
続
伝
灯
抄

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
番
号
を
冠
し
な
か
っ
た
も
の
は
い

ず
れ
も
不
伝
或
は
所
在
不
明
で
あ
る
の
で
照
合
す
る
こ
と
が
で
き

ず
関
連
の
有
無
は
確
認
で
き
な
い
。
以
上
の
他

大
光
明
蔵
事
苑

桂
州
道
倫
選

大
光
明
蔵
蔑
蒙

此
山
玄
渕
選

五
灯
別
轟

無
著
道
忠
選

景
徳
伝
灯
録
校
解

無
著
道
忠
選

に
も
僅
か
な
が
ら

「
五
灯
考

・
会
元
抄

・
伝
灯
紗

・
一
山
日

・
山

日
」
等
の
引
用
が
あ
り
、
又
註
釈
書
で
は
な

い
が
相
国
寺
大
通
院

蔵
の
覆
延
文
三
年
刊

景
徳
伝
灯
録

に
は
、
他
本
と
の
校
異
を
除
外
し
て
千
四
百
項
目
強
の
書
入
れ
註

記
が
あ
り
、
註
釈
書
に
匹
敵
す
る
だ
け
の
分
量
が
あ
り

「
山
日

・

源
日
」
等
の
引
用
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
必
要
に
応
じ
て
触
れ

る
こ
と
に
す
る
。

二

 

(
一
)
～

(九
)
で
挙
げ
た
註
釈
書
の
う
ち

(
七
)

(
八
)
以
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外
は
未
紹
介
で
あ
り

(
}
)
～

(
三
)
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ

と
に
し
、
ま
ず

(
四
)
以
降
の
註
釈
書
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
る
。

(
四
)
の

『
五
灯
録
抄
』

(
東
福
寺
霊
雲
院
蔵
)
は
序
践
選
号

等
は

一
切
な
く
選
者
や
選
述
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
筆
写
年
代

は
江
戸
中
期
で
筆
蹟
は
数
人
に
亘
る
が
、

一
具
の
も
の
と
し
て
筆

写
さ
れ

五
種
八
冊
と
も
同
様
の
外
観
形
態
と
書
写
様
式
を

有
す

る
。
註
は
真
名
抄
で

『
五
灯
録
抄
』
全
部
を
合
計
す
る
と
千
二
百

項
目
弱
に
の
ぼ
る
が
、
種

々
雑
多
な
註
を
寄
せ
集
め
た
も
の
で
は

な
く

、
項
目
の
重
複
も
な
く
註
釈
の
様
式
も
統

一
さ
れ
、
そ
の
形

式
や
内
容
か
ら
考
え
る
と
最
初
か
ら

『
五
灯
録
抄
』
と
し
て
選
述

さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
註
の
内
容
は
殆
ん
ど
が
故
事

の

出
拠
渉
典
に
関
す
る
も
の
で
俗
諺
僅
謡
等
の
社
会
風
俗
に
関
す
る

註
は
少
な
く
、
そ
の
註
釈
の
仕
方
も
項
目
を
あ
げ
次
に
典
拠
と
な

っ
た
引
用
書
名
を
あ
げ
続

い
て
該
当
個
所

の
文
を
引
く
の
み
で
、

特
定
人
や
著
者
自
身
に
よ
る
説
明
は
な
く
、
引
用
典
籍
に
し
て
も

オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
が
多
く
、
こ
の
点
極
め
て
特
徴
的
で
い

う
な

れ
ば
非
常
に
硬

い
註
釈
書
と

い
え
よ
う
。

五
灯
会
元
抄
の
中
に

「
伝
灯
抄
」
や

「
普
灯
抄
」
の
名
が
見
ら

れ
る
が
、

『
五
灯
録
抄
』
中
の

『
伝
灯
録
抄
』
や

『
普
灯
録
抄
』

と
照
合
し
て
も
殆
ん
ど
対
応
せ
ず
、
両
者
の
間
に
は
関
連
は
見
出

せ
な

い
。
猶
こ
の

『
五
灯
録
抄
』
と
日
本
禅
林
選
述
書
目
の
中
の

「
五
灯
録
抄
」
と
は
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

(
五
)
の
『景
徳
伝
灯
録
紗
』
(
駒
沢
大
学
蔵
)
は

(四
)
の
『
五

灯
録
抄
』
中

a
の

『
伝
灯
録
抄
』
と
同
内
容

の
も
の
で
あ
る
。
但

し

(
五
)
の
木
板
本
の

『
景
徳
伝
灯
録
紗
』
は
巻
四
と
巻
六
の
後

の
ニ
ケ
所
に

「
此
所
四
丁
板
行
節
紛
失
也
」

と
あ
る
よ
う
に
巻
五

と
巻
七
の
全
部
と
巻
八
の
初
め
の
部
分
合
計

二
十
九
項
目
を
欠
く

原
欠
本
で
あ
る
が
、

(
四
)
a
の
写
本
の

『
五
灯
録
抄

・
伝
灯
録

抄
』
は
完
本
で
あ
る
。
も

っ
と
も

『景
徳
伝
灯
録
』
の
楊
億
の
序

に
対
す
る
註
釈
の
み
は

(
五
)
の
木
板
本
の
方
が
十

一
項
目
多
い

が
、

こ
れ
は
木
板
本
の
出
版
に
際
し
て

増
加
さ
れ
た

の
で

あ
ろ

》つ

。猶

(
五
)
の
木
板
本
の
『
景
徳
伝
灯
録
砂
』
は
序
践
選
号
刊
記
等

】
切
な
い
が
、
目
次
と
本
文
と
で
は
字
様
が
異
な

っ
て
お
り
、
目

次
の
部
分
の
字
様
は
寛
永
頃
、
本
文
及
び
題
倉
の
字
様
は
元
禄
頃

の
字
様
で
あ
り
、
或
は
寛
永
頃
に
着
手
し
て
目
次
の
み
離

っ
た
だ

け
で
中
断
し
元
禄
頃
に
継
続
し
て
完
成
し
、
こ
の
間
に
八
丁
分
を

失
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
若
し
こ
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば

『
五
灯
録
抄
』
は
江
戸
初
期
以
前
に
選
述
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

(
六
)
の

『
景
徳
伝
灯
録
紗
』

(京
都
大
学
蔵
)
は
江
戸
前
期

の
写
本
で
注
は
真
名
抄
で
、
外
題
は

「景
徳
伝
灯
録
砂
全
」
と
あ

る
が
現
存
分
は

『
景
徳
伝
灯
録
』
の
巻

一
よ
り
巻
三
ま
で
の
註
釈

の
み
で
あ
る
。
然
し
巻
中
に

「
具
見
第
十
」
等
の
註
記
が
あ
る
の

で
元
来
は
よ
り
広
汎
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
該
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本
は
筆
写
の
際
は
既
に
零
本
と
な

っ
て
い
た
様
で
あ
る
。
選
者
は

不
明
で
あ
る
が
中
世
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
二
三
種
の
註
釈
を

寄

せ
集
め
た
ら
し
く
同

一
項
目
が
重
出
す
る
所
が
屡
々
あ
る
。
註

に
は

『
宝
林
伝
』
か
ら
か
な
り
の
引
用
が
あ
り
こ
れ
は
直
接

『
宝

林
伝
』
を
み
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

一
ケ
所
で
は
あ
る
が

「
象
山

和
尚
抄
引
之
」
と
あ
る
こ
と
、
又

「山
日
」
と
い
う
引
用
が
全
体
に

亘

っ
て
二
十
ケ
所
許
り
あ
る
こ
と
等
が
注
意
を
惹
く
も
の
で
あ
る
。

猶

(七
)
の

『
景
徳
伝
灯
録
抄
註
』
も
椎
名
宏
雄
氏
の
報
告
に

よ

る
と
中
世
の
選
述
で

『
景
徳
伝
灯
録
』
の
巻

一
よ
り
巻
三
ま
で

の
註
釈
の
零
本
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
椎
名
氏
の
報
告
と

完
全
に
は

一
致
せ
ず
、
又

『
六
祖
壇
経
』
か
ら
の
引
用
も
な
い
の

で

(六
)
の

『
景
徳
伝
灯
録
砂
』
と

(
七
)
の

『
景
徳
伝
灯
録
抄

註
』
は

一
応
別
本
と
し
て
お
き
た
い
。

(
七
)
の

『
景
徳
伝
灯
録
抄
註
』

(松
ケ
岡
文
庫
蔵
)
と
(八
)

の

〔
景
徳
伝
灯
録
抄
〕

(無
表
題
で
あ
る
の
で
仮
に
こ
う
す
る
)

(
六
地
蔵
寺
蔵
)
は
未
見
で
あ
る
が
、
椎
名
氏
の
報
告
に
よ
る
と

前

者
は

『
景
徳
伝
灯
録
』
の
巻

一
よ
り
巻
三
ま
で
の
註
釈
の
零
本

で
筆
写
年
代
は
江
戸
時
代
、
後
者
は
巻
十
よ
り
巻
十
三
の
途
中
ま

で

の
註
釈
の
残
欠
本
で
筆
写
年
代
は
室
町
時
代
で
、
両
者
は
筆
写

年
代
等
に
相
違
は
あ
る
も
の
の
元
来

「
同

一
原
本
に
基
づ
く
異
本

の
各

一
部
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
両
方
と
も
未
見
で
あ
る
た
め
五

灯
会
元
抄
中
に
み
ら
れ
る

「伝
灯
抄
」
が
本
書
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
不
明
で
あ
る
が
、
選
述
年
代
か
ら
す
れ
ば
何
等
か
の
関
連
を

有
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
定
人
物
の
講
述
か
ら
の
引
用
と

し
て
は

「
山
云
」
は

(
七
)
(
八
)
を
通
じ

て
三
百
ケ
所

「
源
云
」

は

(八
)
の
み
に
十
数
ケ
所
あ
る
と
さ
れ
る
。

(九
)
の

『
五
灯
私
考
』
も
未
見
で
あ
る
が
新
纂
禅
籍
目
録
に

よ
れ
ば
元
文
三
年
の
写
本
で
あ
り
選
者
や
選
述
年
代
等
は
不
明
で

あ
る
。
さ
て
次
に
述
べ
る
も
の
は
註
釈
書
で
は
な

い
が
有
力
な
資
料
で

あ
る
の
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
相
国
寺
大
通
院
蔵
の
覆
延

文
三
年
刊

『
景
徳
伝
灯
録
』
に
は
室
町
時
代

の
書
入
れ
が
あ
り
、

全
体
に
亘

っ
て
綿
密
に
句
読
訓
点
が
施
さ
れ
欄
外
に
は
註
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
書
入
れ
は
何
等
か
の
註
釈
書
を
座
右
に
し
な
が

ら
そ
れ
か
ら
適
宜
抄
出
し
書
入
れ
た
ら
し
く
、
又
欄
外
と
い
う
制

約
の
為
か
長
文
の
註
は
少
な

い
が
、
全
体
で
千
四
百
項
目
強
に
も

の
ぼ
り
引
用
や
校
合
等
種

々
注
目
す
べ
き
点
が
多
い
。
特
定
人
物

の
講
述
よ
り
の
引
用
と
し
て
は

「
一
山
云
」

は
た
だ

一
ケ
所
巻
四

の
招
賢
会
通
章
の
六
官
使
に
対
す
る
註
に
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る

が
、

「
山
云
」
は
全
体
に
亘
っ
て
二
百
ケ
所
余
に
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
巻
六
末
の
禅
門
規
式
や

巻
三
十

の
践

や
或
は

『
景
徳
伝
灯

録
』
に
の
み
見
ら
れ
る
文
に
も
あ
る
が
、

『
宋
版
景
徳
伝
灯
録
』

に
は
収
録
さ
れ
ず

『元
版
景
徳
伝
灯
録
』

(
=
一二

六
年
末
刊
)

に
の
み
収
録
さ
れ
た
巻
九
末
の
伝
心
法
要
に
対
す
る
注
は
全
く
な
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い
の
で
、

こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
す
れ
ば

「
山
云
」

は

一
山

一
寧

(
一
二
四
七
i

=
一二

七
)
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、

一
山

一
寧
に

よ

っ
て

『
景
徳
伝
灯
録
』
が
講
述
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

「
源

日
」
の
引
用
は
巻
十

一
よ
り
巻
二
十
四
の
間
に
数
ケ
所
あ
る

が
、

「源
日
」
の
引
用
が
あ
る
註
釈
は
目
下
の
と
こ
ろ

(
八
)
の

〔
景
徳
伝
灯
録
抄
〕
の
み
で
あ
り
、
こ
の
書
き
入
れ
は
こ
の
系
統

の
註
釈
に
基
づ

い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
又
種
々
の
引
用
文
献

が
み
ら
れ
る
が
そ
れ
ら
に
よ

っ
て
明
確
な
書
入
れ
の
年
代
を
決
め

る
こ
と
は
難
し
く
室
町
時
代
の
書
入
れ
と
い
う
他
な
く
、

(
六
)

の

『
景
徳
伝
灯
録
砂
』
と
の
関
係
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
も
あ
れ
こ
の
書
き
入
れ
は
抄
出
で
あ
る
為
か
も
の
足
り
な
い
点

や
虫
損
や
錯
脱
で
読
み
難
い
所
が
あ
る
も
の
の
景
徳
伝
灯
録

の
註

釈
の
完
本
が
な

い
今
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

三

 

建
仁
寺
両
足
院
は
多
数
の
稀
襯
書
を
蔵
す
る
こ
と
で
著
名
で
あ

る
が

(
一
)
五
灯
会
元
抄

一
山
抄

写
本

一
冊

(
二
)
五
灯
会
元
抄

蒙
山
抄

写
本

一
冊

(
三
)
五
灯
会
元
抄

咲
山
抄

写
本
三
冊

も
他
に
伝
本
あ
る
を
知
ら
な
い
。
三
種
五
冊
と
も
同
様

の
外
観
様

式
を
有
し
、
寸
法

・
表
紙

・
書
写
形
式
等
す
べ
て
共
通
で
、
三
四

人
の
筆
蹟
が
み
ら
れ
る
が

一
具
の
も
の
と
し
て
筆
写
さ
れ
、
そ
の

筆
写
時
期
は

室
町
中
期
か
ら

後
期
に

か
け
て
の
頃
と

考
え
ら
れ

る
。
各
冊
と
も
縦
二
七

・
九
セ
ン
チ
横
二
〇

・
七
セ
ン
チ
で
淡
青

色
古
表
紙
袋
綴
で
、

書
背
に
は

「
共
五
」
、

表
紙
右
側
上
半
部
に

は

「
洋
嘆
篭
五
冊
内
」

と
墨
書
し
、

表
紙
左
側
の
外
題
は
概
し

て
い
え
ば
題
倉
の
剥
げ
た
跡
に
例
え
ば

「
五
灯
会
元
抄

自

一
至

廿

一
山
紗

全
冊
」
と
い
う
よ
う
に
書
し
、
他
の
も
の
も
同
形

式
で
選
号
冊
数
等
夫
々
然
る
べ
き
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
各
冊
巻

頭
に
は

「
鷲
峰
仏
窟
」
の
朱
文
印
を
捺
し
、
巻
末
に
は
選
者
を
示

し
、
或
は
書
写
の
際
の
識
語
が
あ
る
。
本
文
は
毎
半
葉

}
九
行
二

四
字
で
見
出
し
語
の
下
を

一
二
字
空
け
て
註
を
記
し
て
い
る
。

A

(
一
)
の

『
五
灯
会
元
抄
、
一
山
抄
』
(以
下

『
一
山
抄
』
と
略

す
)
は

一
応
こ
の
様
に
表
記
す
る
が
、
こ
れ
は

一
山

一
寧

(
一
二

四
七
ー

=
…二

七
)
自
身
が

『
五
灯
会
元
』
の
註
釈
を
選
述
し
た

も
の
と
誤
ま
ら
れ
易
く
、
適
切
な
表
記
の
方
法
で
は
な
い
が
且
く

こ
う
し
て
お
く
。

外
題
は
左
側
の
題
愈
の
剥
げ
た
跡
に

「
五
灯
会
元
抄

自

一
至

廿

一
山
紗

全
冊
」
と
墨
書
し
、
巻
頭
に
は

「
五
灯
会
元
抄
」

巻
末
に
は

コ

山
抄
」
と
表
記
さ
れ
、
本
文
は
全
て
同

一
人

の
筆

蹟
で
あ
る
。
前
表
紙
の
裏
打
に
は
文
明
四
年

(
一
四
七
二
)
の
年
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号

の
あ
る
文
書
が
使
わ
れ
、
後
表
紙
裏
張
に
は

「
此

一
冊
者
特
芳

傑
和
尚
之
手
蹟
也
/
関
山
ー
授
翁
-
無

因
ー
日
峰
ー
義

天
;
雪

江
ー
特
芳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
文
と
は
別
筆
で
あ

り
、
本
文
は
三
十
二
葉
で
九
百
数
十
項
目
の
註
が
あ
る
。

右

の
識
語
に
あ
る
特
芳
傑
と
は
竜
安
寺
中
興
の
特
芳
禅
傑

(
一

四

一
九
-

一
五
〇
六
)
の
こ
と
で
あ
り
、
該
本
が
若
し
特
芳
禅
傑

の
真
蹟
本
か
ら
の
、
或

い
は
右
の
識
語
を
有
す
る
写
本
か
ら
の
転

写
本

で
あ
る
な
ら
ば
本
文
も
識
語
も
同

一
人
の
手
に
な
る
べ
き
で

あ
り
、
本
文
と
識
語
が
別
人
の
手
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
該
本
は

特
芳
禅
傑
の
真
蹟
本
と
い
う
こ
と
に
な
り
筆
写
年
代
も
か
な
り
限

定
さ
れ
て
く
る
が
、
特
芳
禅
傑
の
筆
蹟
は
他
に
比
較
で
き
る
も
の

が
な
く
確
認
で
き
な
い
。
今
回
紹
介
す
る

『
一
山
抄
』
の
該
本
は

第
十
四
葉
の
折
目
よ
り
後
の
部
分
約
十
行
分
が
切
り
取
ら
れ
て
い

る
他
は
乱
丁
等
の
形
態
上
の
問
題
は
な

い
、
し
か
し
書
写
の
原
本

に
は
甚
し
い
錯
乱
と
虫
損
が
あ

っ
た
ら
し
く
、
該
本
も
大
小
様
々

の
錯
乱
と
空
格
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

『
五
灯
会
元
』
の
本
文

と
の
対
応
関
係
も
見
出
す
の
が
困
難
な
程
で
あ
り
、
以
下
に
述
べ

る
こ
と
も
明
確
な
結
論
は
出
せ
ず
す
べ
て
推
論
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
が
、

一
応
先
ず
整
理
し
た
結
果
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

『
一
山
抄
』
は

一
山

一
寧
自
身

の
選
述
で
は
な
く
、

一
山
の
講

述
を
も
と
に
し
て
、
後
世
の
人
が
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
と
い
う
の
は

『
一
山
抄
』
の
註
の
殆
ん
ど
は

一
行
足
ら

ず
の
短
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
註
に

「
山
日
」
と
す
る
も
の
が
か

な
り
あ
る
こ
と
、
こ
の
他
に
も

一
山
当
時
に
は
な
か

っ
た
と
思
わ

れ
る
も
の
か
ら
の
引
用
が
あ
る
の
で

『
一
山
抄
』
は

一
山
の
講
述

に
基
づ
い
た
書
入
れ
註
記
等
か
ら
抄
出
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ

る
。『
一
山
抄
』
は
錯
乱
が
甚
し
く
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
と
論
旨
が

混
乱
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は

『
五
灯
会
元
』

に
従

っ
て
訂
正
し
た

形
で
表
記
す
る
の
で
原
本
と
は

一
致
し
な
い
所
が
あ
る
が
、
と
も

か
く

『
一
山
抄
』
の
錯
乱
を
整
理
す
る
と
次

の
如
く
な
る
。

第

一
種
の
錯
乱
は

『
五
灯
会
元
』
の
順
序
と
対
応
し
な
い
語
句

が
突
然
出
現
す
る
も
の
で
、

『
五
灯
会
元
』
中
に
対
応
す
る
語
句

の
み
つ
か
る
も
の
も
み
つ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
出
現

の
仕

方
は
散
発
的
で
い
わ
ば
単
純
な
錯
乱
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
種
の
錯
乱
は
伝
世
転
写
の
際

の
錯
簡
錯
誤
に
由
る
と
考

え
ら
れ
る
も
の
で
、
錯
乱
で
は
あ
る
が

一
種

の
規
則
性
が
あ
る
。

説
明
を

容
易
に
す
る
為
に
模
式
的
に
図
示
す
る
と

次

の
様
に
な

る
。第

一
類
は
正
し
い
順
序
に
な

っ
て
い
る
部
分
で
巻

一
・
二

・
三

・
五

・
六

・
八

・
十
七

・
十
九

の
八
巻
で
あ

る
。

第
二
類
は
A
B
A
B
の
よ
う
な
順
序
に
な

っ
て
い
る
部
分
で
巻

十

・
十
四

・
十
五

・
十
六
の
四
巻
で
あ
る
。

第
三
類
は
κ
κ
E
H
の
よ
う
な
順
序
に
な

っ
て
い
る
部
分
で
巻
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⑧⑥ ④ ②
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(①
②
③
は
見
出
し
語
の
順
次
を
示
す
)

四

・
十

一
・
十

二
・
十
三
の
四
巻
で
あ
る
。

第
四
類
は
以
上
の
分
類
に
入
ら
な

い
も

の
の
先
述
の
模
式
図
か

ら
生
じ
う
る
錯
乱
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
巻

七

・
九

・
十
八

.
二

十
の
四
巻
で
あ
る
。

要
は
錯
乱
が
あ
る
部
分
は
κ
κ
W
矧
の
小
グ

ル
ー
プ
の
註
が
種

々
の
組
み
合
わ
せ
で
出
て
く
る
わ
け
で
あ
り
、
小
グ
ル
ー
プ
内
で

の
順
序

の
乱
れ
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん

『
一
山
抄
』
の
錯
乱
は
右
の
様
な
単
純
な
も
の
で
は

な
く
考
え
方
に
よ

っ
て
は
他
の
分
類
や
も

つ
と
細
い
分
類
も
で
き

る
が
、
右

の
分
類
は
分
類
が
目
的
で
は
な
く
錯
乱
の
原
因
を
解
明

す
る
為
の
も
の
で
あ
り
、
と
も
か
く
基
本
的
に
は
右
の
模
式
図
で

示
し
た
よ
う
に

『
一
山
抄
』
の
元
来
の
形
は

一
紙
面
を
上
下
二
段

に
分
か
ち
上
下
交
互
に
註
を
記
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
が

伝
世
転
写

の
際

の
錯
簡
錯
誤
に
よ

っ
て
現
在

の
様
な
錯
乱
し
た
も

の
と
な
る
に
到

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第

三
種

の
錯
乱
は

『
五
灯
会
元
』
と
の
対
応
関
係
の
見
出
せ
な

い
語
句
が
十
項
目
か
ら
二
十
項
目
ば
か
り
連
続
し
て
集
中
的
に
あ

る
所
が
巻
十

・
十
二

・
十
九
の
途
中
に

一
ケ
所
ず

つ
あ
る
。

『
一
山
抄
』
の
巻
十
は
錯
乱
の
第
二
種
の
第

二
類
に
当
た
り
、

『
五
灯
会
元
』
の
巻
十
の
巻
頭
よ
り
巻
末
ま
で

一
旦
註
を
施
し
た

後
も
う

一
度
改
め
て
巻
頭
よ
り
巻
末
ま
で
の
註
を
施
し
て
お
り
、

巻
十

の
第
三
種

の
錯
乱
は

一
度
目
の
註
と
二
度
目
の
註
の
ち
ょ
う
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ど
中

間
に
あ
り
、

『
五
灯
会
元
』
と
の
関
連

の
見
出
せ
な
い
項
目

が
二
十
項
目
連
続
し
た
後
、
紙
葉
が
十
行
分
程
切
り
取
ら
れ
て
無

く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
九
項
目
は

『
五
灯
会
元
』
中
に
同

一

語
句

が
見
出
さ
れ
る
が
前
後
の
順
序
に
つ
い
て
は
全
く
脈
絡
が
な

く
、
正
し
い
対
応
で
あ
る
か
ど
う
か
判
ら
ず
、
前
述
の
模
式
図
の

中

の
小
グ
ル
ー
プ
内
の
順
序
も
な
く
な

っ
て
い
る
。

と

こ
ろ
が

『
一
山
抄
』
巻
十

の
第
三
種
の
錯
乱
の
う
ち

「
本
来

只
是
吹
灰
法
却
向
壇
頭
脱
却
衣
」
の
項
は

『
景
徳
伝
灯
録
』
の
巻

十

二
鎮
州
万
歳
和
尚
章
に
見
出
さ
れ
る
が

『
五
灯
会
元
』
巻
四
の

鎮
州
万
歳
和
尚
章
に
は
な
く
、

「閨
閤
中
物
11
情
欲
貧
愛
之
事
」

の
項
は

『景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
の
薬
山
惟
臓
章
に
見
出
さ
れ
る
が

『
五
灯
会
元
』
巻
五
の
薬
山
惟
嚴
章
に
は
見
出
さ
れ
ず

(
両
方
と

も
大
通
院
蔵
の

『
景
徳
伝
灯
録
』
に
は
書
入
れ
の
註
が
あ
り
、
就

中
後
者
は

「
閨
閤
中
物
捨
不
得
11
山
云
情
欲
貧
愛
之
事
」
と
あ
り

よ
く

一
致
す
る
)
、
「
且
得
平
交
」
の
項
は

『景
徳
伝
灯
録
』
巻
十

二
の
汝
州
南
院
章
に
あ
る
が
、

『
五
灯
会
元
』
巻
十

一
の
汝
州
南

院
章

で
は

「
且
喜
共
弥
平
交
」
と
な
り
少
し
異

っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
語
句
が

『
五
灯
会
元
』
に
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
訳
で
は
な

い
が
、
以
上
の
諸
点
か
ら
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
語
句
は

『
景
徳
伝
灯

録
』

の
註
釈
に
拠

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
又

『
景
徳

伝
灯
録
』
は
巻
二
十
六
で
譜
録
の
部
分
は
終
り
巻
二
十
七
以
降
は

雑
録
と
な
り
内
容
的
に
は
巻
二
十
六
で
終

っ
て
お
り
、

『
五
灯
会

元
』
の
巻
十
は

『景
徳
伝
灯
録
』
の
巻
二
十

六
に
当
た
る
部
分
を

含
む
の
も
右

の
推
測
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ

る
。
巻
十
二
と
巻
十

九

の
第

三
種

の
錯
乱
に
つ
い
て
は
対
応
す
る
も
の
は
目
下
の
と
こ

ろ
何
も
見

つ
か
ら
な

い
。

『
一
山
抄
』
の
註
の
う
ち

「
山
日
」
と

い
う
註
が
み
ら
れ
る
の

は
巻
三
巻
四
に
頻
出
す
る
他
に
は
巻
五
巻
六
巻
八
に
二
三
度
ず
つ

み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、

「
山
日
」
の
な

い
註
も
他
の
註
釈
で

は

「
山
日
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
も
の
が
多

く
、
こ
の
他

「私
云
」

と
い
う

引
用
が
あ
る
が

『
五
灯
会
元
』
巻
十
の

翠
巌
嗣
元
章

の

「
好
不
信
人
直
」
の
註
は

「
人
心
甚
直
汝
何

不
信

私
云
好
字
上

声
呼
郷
談
也
不
是
好
義
」

と
あ
り
、

巻
十
四

の
宝
峯
・惟
照
章

の

「
活
受
生
」
の
註
は

「活
在
此
便
多
辛
苦
、
私
云
生
受
郷
談
也
言

不
易
也
」
と
あ
る
が
、
こ
の
様
に
郷
談
を
引

い
た
註
が
施
せ
る
の

は
よ
ほ
ど
中
国
に
通
じ
た
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
の
註
釈
を

み
て
も

「郷
談
」
が
出
て
く
る
の
は
多
く
は

「
山
日
」
の
註
で
あ

る
の
で
、
こ
の

「
私
云
」
は

一
山
と
み
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

註
に
は
、

「唐
土
」
と
い
う
言
葉
が
二
三
み
ら
れ
、
更
に

『蘭

渓
建
長
語
録
』
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
る
の
は
日
本
で
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

「
大
元
」
と
い
う
用
語
が
あ
る

の
は

一
山
の
来
日
の
時
期
と

一
致
す
る
。

以
上
の
如
く
種

々
の
問
題
も
あ
る
が
現
段
階
で
は

『
一
山
抄
』

は

↓
山
自
身

の
選
述
で
は
な
い
も

の
の
基
本
的
に
は

一
山
の

『
五



49禅 宗史籍の註釈について

灯
会
元
』
の
講
述
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
推
定
を
決
定
的
に
く
つ

が
え
す
も
の
は
な

い
。
も
ち
ろ
ん

一
山
の
講
述
と

『
一
山
抄
』
の

ま

と
め
ら
れ
た
年
代
に
は
隔
り
が
あ
り
、
新
本
伝
灯
す
な
わ
ち
元

版

『
景
徳
伝
灯
録
』
と
の
校
異
も
ニ
ケ
所
あ
る
が
、
こ
の
種
の
も

の
は
後
世
ま
と
め
ら
れ
る
際
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
れ
ば
よ

い
で
あ
ろ
う
。

種

々
あ
る
引
用
書
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は

『
啓
割
事
物
綺
談

類
』
『
法
書
要
録
』

『字
源
』
『
趣
斎
閑
覧
』

『
呂
氏
読
詩
記
』
『
臨

安
志
』
『方
語
』
『
林
間
録
抄
』

『
優
渓
録
抄
』

『伝
灯
抄
』
『
普
灯

抄
』
等
で
あ
る
が
、
所
謂
抄
物
か
ら
の
引
用
は
註
の
末
尾
に

「詳

見
伝
灯
抄
」
と
か

「
更
見
普
灯
抄
」
と
か
い
っ
た
様
な
引
用
の
さ

れ
方
が
殆
ん
ど
で
引
用
文
を
伴
わ
ず
、
他
の
文
献
の
引
用
の
仕
方

と
は
異
な

っ
て
お
り
、
後
か
ら
付
加
さ
れ
た
の
か
と
も
考
え
ら
れ
、

一
山

の
当
時
こ
れ
ら
の
抄
物
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は

疑

問

で

あ

り
、

た
と
え
あ

っ
た
に
せ
よ
、
当
初
か
ら
の
注
で
あ
る
か
ど
う
か

は
疑
問
で
あ
り
、

又

『
景
徳
伝
灯
録
』

に

収
録
さ
れ
て

い
な
い

人
の
章
に

「
伝
灯
抄
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
も
の
が
多
く
。

「普

灯
抄
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
組
織
的
な
対
応
関
係
が
見
ら

れ
な

い
の
も
前
記
の
推
定
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ

一
山
は
日
本

の
禅
宗

の
学
問
の
源
流
と
し
て
非
常
に

大
き
な
影
響
を

与
え
た
人
で
あ
り
、

中
世
の
種

々
の
註
釈
に
も

「
山
日
」
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
、
こ
の

『
一
山
抄
』
は

『
五
灯

会
元
』
の
註
釈
と
し
て
も

二

山
の
註
」
と
し
て
も
古
い
も
の
で

あ
り
、
他
の
資
料
と
相
侯

っ
て
重
要
な
研
究
資
料
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
は
中
国
の
俗
諺
僅
謡
等
の
社
会
風
俗
に

関
す
る
註
が
豊
富
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
註
が

一
山
の
講
述
に
基

づ
く
こ
と
を
裏
づ
け
る
と
と
も
に
、
単
な
る
随
文
作
釈
の
末
註
と

は
異
る
別
の
価
値
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

B

(
二
)
の

『
五
灯
会
元
抄
、
蒙
山
抄
』

(
以
下

『
蒙
山
抄
』
と

略
す
)
は
表
紙
左
側
題
愈
の
剥
げ
た
跡
に

「
五
灯
会
元
抄

自

一

至
廿

蒙
山
紗

全
冊
」
と
外
題
を
墨
書
す
る
が
、
そ
の
他
に
も

表
紙
中
央
上
部
に

「
騙
唇
先
生
十
六
」
と
墨
書
が
あ
る
、
本
文
十

七
巻

の
初
め
に
も

「騰
唇
先
生
」
の
項
目
が
あ
る
が
、
何
故
に
表

紙
に
こ
う

書
い
て
あ
る
の
か
は

判
ら
な
い
。

巻
末
に
は

「
蒙
山

抄
」
と
書
す
る
の
み
で
他
に
は
選
号
や
識
語
等
は

一
切
な
く
、
本

文
は
六
十
二
葉
で
、
五
百
五
十
項
目
弱
の
註
が
あ
り
、
『
一
山
抄
』

の
と
は
別
人
で
あ
る
が
、
全
て
同

一
人
の
筆

蹟
で
あ
り
、

『
一
山

抄
』
に
み
ら
れ
る
様
な
錆
乱
は
殆
ん
ど
な

い
。

註
釈
の
態
度
は
徹
底
し
た
典
拠
主
義
で
貫
か
れ
て
お
り
、
註
釈

は
悉
く
何
等
か
の
典
籍
か
ら
の
出
拠
を
有
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て

お
り
、
特
定
人
の
講
述
等
か
ら
の
引
用
は
な
く
、
他
本
と
の
校
異
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や
俗
語
等
に
対
す
る
註
も
な
く
、
た
と
え
註
釈

の
必
要
な
難
解
語

句

で
も
典
拠
の
な
い
も
の
は
除
外
し
た
と
思
わ
れ
る
程
で
、

『
一

山
抄
』
に
み
ら
れ
る
様
な
達
意
的
な
態
度
と
は
対
照
的
で
あ
り
、

こ
の
点

(
四
)
の

『
五
灯
録
抄
』
と
よ
く
似
た
態
度
で
あ
る
。
以

上

の
点
か
ら
推
せ
ば
撰
者
は

『
五
灯
会
元
』
に
対
す
る
通
常
の

一

般
的
な
註
釈
を
作
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
他
の

一
般
的
な
註

釈

の
存
在
を
前
提
と
し
、
そ
れ
と
は
別
に
そ
れ
を
補
う
よ
う
な
独

自

の
註
釈
を
作
ろ
う
と
意
図
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
撰
者
の
蒙
山
智
明

(
一
二
七
六
ー

=
二
六
六
)
は
幼

少

の
時
よ
り
元
の
降
将
万
戸
将
軍
の
養
子
と
な
り
、
唐
音
を
も

っ

て
詩
書
を
授
け
ら
れ
、
能
く
唐
音
に
通
ず
る
よ
う
に
な
り
、

一
山

の
記
室
を
つ
と
め
、
伝
灯
巳
下
の
禅
録
で
講
ぜ
ざ
る
も
の
な
く
、

且

つ
自
ら
抄
し
且
っ
筆
し
、
平
生
は
手
に
巻
を
釈
て
ず
内
外
の
典

籍
渉
猟
せ
ざ
る
は
な
し
、
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の

『
蒙
山
抄
』
に

引
用
さ
れ
る
典
籍
も
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
広
範
囲
に
亘
り
、
撰
者

の
学
識
を
う
か
が
わ
し
め
る
と
と
も
に
、
当
時

の
学
問
の
水
準
が

い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
を
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

『
蒙
山
抄
』
に
名
の
見
ら
れ
る
禅
籍

の
註
釈
書
は

「伝
灯
抄
」

「
普
灯
抄
」
「大
慧
書
抄
」
「
野
録
抄
」
「
僧
宝
伝
抄
」
「方
語
」
等

が
あ
り
、

「方
語
」
以
外
は

『
一
山
抄
』
と
同
様
に
註
の
末
尾
に

「
更
詳
見
於
普
灯
八
抄
伝
灯
十
三
抄
等
」
と
い
う
よ
う
に
名
の
み

が
あ
げ
ら
れ
引
用
文
が
伴
わ
ず

「
伝
灯
抄
」

「
普
灯
抄
」
は
組
織

的
な
対
応
も
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
が
当
初
か
ら
の
註
か
ど
う
か
は

疑
問
も
あ
る
。

こ
れ
ら

の
註
釈
を

照
合
し
た
結
果
は

(
六
)
の

『景
徳
伝
灯
録
紗
』
に
二
項
目
程
の
該
当
項
目
が
見
出
さ
れ
る
が
、

禅
宗
史
籍
の
註
釈
は
六
祖
慧
能
ま
で
は

『
祖
庭
事
苑
』
等
の
引
用

根
拠
が
同
じ
で
あ
る
為
に
類
似
し
た
も
の
と
な
る
の
で
、

『蒙
山

抄
』
に
み
ら
れ
る

「
伝
灯
抄
」
が
た
だ
ち
に

(
六
)
の

『
景
徳
伝

灯
録
紗
』
に
当
た
る
か
ど
う
か
は
猶
決
定
し
が
た
い
。

引
用
文
献
の
中
に
は
仏
典
や
漢
籍
の
註
釈

も
多
数
あ
げ
ら
れ
て

お
り
、
老
荘
に
到

っ
て
は

『
洞
玄
霊
宝
自
然

九
天
生
神
章
経
』
と

い
っ
た
よ
う
な
も
の
か
ら
の
引
用
も
あ
り

(
正
統
道
蔵
本
と
は
少

異
が
あ
る
)、

こ
れ
ら
多
数

の
引
用
典
籍
は

『普
門
院
経
論
章
疏

語
録
儒
書
等
目
録
』
(
一
三
五
三
年
撰
)
と
併
わ
せ
て
、
当
時
大
陸

か
ら
将
来
さ
れ
た
書
籍

の
種
類
や
傾
向
、
或

い
は
学
問
の
受
容
と

い
う
面
か
ら
種
々
興
味
を
惹
く
も

の
で
あ
る
。
殊
に
種

々
あ
る
引

用
文
献

の
中
で
も

「太
極
図
」
(
現
行
の
も

の
と
は
相
違
が
あ
る
)

や

「太
極
図
説
」
か
ら
の
引
用
は
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
日
本

の
朱
子
学
の
祖
は

一
山

一
寧
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

蒙
山
智
明
は

一
山
の
記
室
を

つ
と
め
て
お
り
、
又
蒙
山
を
養

っ
た

万
戸
将
軍
は
儒
者
ぐ
も
あ

っ
た
と
さ
れ
、
蒙
山
が
ど
ち
ら
か
ら
朱

子
学
を
伝
授
さ
れ
た
に
せ
よ
日
本
の
朱
子
学

の
受
容
と
い
う
点
か

ら
最
古
の
資
料
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
前
記
の
如
く
引
用
の
典
拠
は
非
常
に
広
い
範
囲
に
亘
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る
反
面
、
特
定
人
物

の
講
述
か
ら
の
引
用
は
全
く
な
い
と
い
う
よ

う
な
徹
底
し
た
典
拠
主
義
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
註
釈
書
の

出
現
、
す
な
わ
ち
註
釈
書
の
分
化
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
背
景
と
な
る
学
問
は
相
当
高
度
に
発
達
し
て
い
た
と
い
わ
ね

ば
な
ら
ず
、

『蒙
山
抄
』
は
単
に

『
五
灯
会
元
』
中
の
語
句
の
出

拠
を
知
る
に
役
立
つ
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
日
本
禅
宗
の
学
問
の

水
準

が
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
註
釈
書
の
出
現
を
要
請
す
る
に
ま
で

達
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

C

(
三
)
の

『
五
灯
会
元
抄
、
咲
山
抄
』

(
以
下

『
咲
山
抄
』
と

略
す
)
は
三
冊
よ
り
成
り
、
第

一
冊
目
に
は
題
愈
が
あ
り
、
第
三

冊
目
に
は
題
愈
の
断
片
が
残

っ
て
い
る
が
、
こ
の
題
愈
の
下
に
墨

書
で

「
五
灯
会
元
抄
」
と
あ
り
、

一
冊
目
は
巻

一
か
ら
巻
五
ま
で

二
冊
目
は
巻
六
か
ら
巻
十
二
ま
で
三
冊
目
は
巻
十
三
よ
り
巻
二
十

ま
で
と
な

っ
て
お
り
、
三
冊
目
の
巻
末
に

「
右
紗
者
咲
山
和
尚
之

所
作
也
余
也
書
以
示
将
来
学
者
所
庶

一
覧
以
便
発
所
疑
烏
焉
馬
之

誤
者
尤
多
　
必
也
后
之
学
者
億
改
而
正
諸
不
亦
亘
乎
云
云
」
と
識

語
が
あ
り
、
筆
蹟
は
途
中
で
変
わ

っ
て
い
る
が
別
人
な
の
か
同

一

人
な

の
か
は
判
ら
な
い
。
第

一
冊
目
は
四
十
六
葉
第
二
冊
目
は
四

十
五
葉
第
三
冊
目
は
四
十
七
葉
か
ら
成
り
全
体
で
三
千
項
目
弱
の

註
が
あ
る
。

『
咲
山
抄
』
は
、
特
定
人
の
註
で
あ
る

『
一
山
抄
』
や
典
拠
主

義
に
よ
る

『
蒙
山
抄
』
と
は
対
照
的
に
種
々
の
註
を
集
大
成
し
た

も
の
で
あ
り
、

『
↓
山
抄
』
ほ
ど
の
甚
し
い
錯
乱
は
な
い
が
形
式

的
に
整

っ
て
い
な
い
所
が
あ
り
、
二
三
種
の
註
を
よ
せ
集
め
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
み
て
と
れ
る
。

『
咲
山
抄
』
は
大
別
す
る
と
三
つ
の
部
分
か
ら
成
り
た
っ
て
い

る
。
第

一
は

『
咲
山
抄
』
の
大
部
分
を
占
め
全
体
に
共
通
す
る
根

幹
と
な

っ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
第
二
は
巻
七

か
ら
巻
十

一
に
到

る
五
巻
に
付
け
ら
れ
た
拾
遺

の
部
分
で
あ
り
、
第
三
は
巻
十
六
の

後
に
付
け
ら
れ
た
増
補
の
部
分
で
あ
り
、
夫

々
第

一
を

「
甲
」
第

二
を

「
乙
」
第
三
を

「
丙
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
こ
の
三
者

は
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。

「
甲
」
の
部
分
は

『
一
山
抄
』
や

『
蒙
山
抄

』
が
章
を
分
た
ず

に
項
目
を
列
ね
て
い
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、

『
咲
山
抄
』
は

章
が
変
わ
る
毎
に
人
名
を
挙
げ
て
標
目
を
た
て
章
を
分
か
ち
非
常

に
見
易
く
な

っ
て
い
る
。
冒
頭
に

『
五
灯
会
元
』
の
選
述
に
関
す

る
逸
話
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

『
禅
籍
…志
』
の

『
五
灯
会

元
』
の
条
に

「
日
本
叢
林
。

自
古
伝
。

済
大

川
住
霊
隠
時
。

云

云
」

と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
同
趣
旨
で
あ
り
、

『禅

籍
志
』
の
拠

っ
た
も
の
が
何
で
あ
る
か
は
判
ら
な
い
も
の
の
そ
の

伝
承
の
古
い
こ
と
が
こ
れ
に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
は

『
咲
山
抄
』
に
収
め
る
も
の
の
方
が
古
く
且
つ
内
容
も
多
く

『
五
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灯
会
元
』
の
選
述
に
関
す
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
の
で
少
々
長
い
が

以
下
に
紹
介
す
る
。

済
大
川
住
霊
隠
時
。
江
湖
英
納
多
会
席
大
。
其
中
有
恵
明
侍

者
。
語
同
志
諸
兄
弟
云
。
視
五
灯
之
作
筆
削
不
精
。
吾
将
補

綴
緯
漏
削
除
冗
長
以
著

一
書
。
公
等
其
勤
力
乎
。
諸
兄
皆
諾
。

已
而
十
余
輩
者
旙
五
灯
而
評
論
簡
句
要
語
。
時
愚
虚
堂
為
万

松
西
堂
而
寓
霊
隠
。
聞
之
髄
然
径
往
明
公
処
数
之
日
。
夫
述

作
撰
集
者
看
徳
之
作
也
。
公
以
妙
年
之
才
作
之
貴
堪
其
任
乎
。

況
五
灯
之
書
皆
従
上
宿
徳
之
撰
也
。
公
寧
雌
黄
其
可
否
哉
。

明
応
声
対
日
。
和
尚
在
万
松
語
日
。
難
為
万
松
孤
頂
之
雲
猶

思
霞
峰
老
人
之
石
。
如
此
語
諸
方
或
以
為
美
談
。
和
尚
豊
有

如
此
無
巴
鼻
之
語
乎
。
愚
屈
而
退
。
因
此
明
公
嘉
名
籍
甚
於

是
。
遂
終
会
元
之
撰
無
敢
議
之
者
云
。
又
夫

一
書
之
篇
号
必

有
所
基
　
。易
云
。
元
者
善
之
長
亨
者
嘉
之
会
。
剰
略
日
会
元
。

若
以
次
第
而
言
之
可
作
元
会
然
而
以
文
勢
之
順
故
日
会
元
。

更
に

『
五
灯
会
元
』
の
選
述
に
関
す
る
記
事
と
し
て
は
本
文
中

に

恵
明

在
堪
笑
翁
会
下
主
書
記
。
在
済
大
川
会
下
為
首
座
。

誰
恵
明
号
友
雲
。
未
詳
其
法
嗣
也
。

盧
都
寺

盧
石
屏
在
霊
隠
為
都
寺
。
後
住
蒋
山
嗣
大
川
者
也
。

盧
石
屏
与
明
友
雲
同
往
虚
堂
処
。
堂
問
云
。
公
等
各
集

五
灯
会
元
具
什
慶
眼
目
成
編
乎
。
二
入
云
。
消
得
竜
王

多
少
風
与
劉
鉄
磨
参
濾
山
公
案
答
話
。
我
等
見
之
常
笑

之
具
何
眼
。
堂
不
答
云
云
。
老
特
牛
伽
来
此
意
如
何
。

答
云

一
箭
中
紅
心
云
云
。
今

一
則
公
案
分
明
不
記
得
也
。

と
出
て
お
り

『
一
山
抄
』
に
は

盧
都
寺

石
屏
也
霊
隠
善
旧
有
財
力
者

。
後
住
護
国
便
渓
住

霊
隠
有
上
堂
。

と
出
て
お
り

『蒙
山
抄
』
に
は

恵
明
首
座
葦
五
灯
為

一
集
師
云
明
竹
窓

不
住
院
無
嗣
法

と
あ
り
、
『
禅
籍
志
』
と
は
又
異

っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
五
灯
会
元
』
の
本
文
は
宋
版
と
元
版
で
は
七
ケ
所
の
相
違
が

あ
る
こ
と
が
椎
名
氏
に
よ

つ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
『咲
山
抄
』

は
こ
の
う
ち
巻

一
の
達
磨
章
の
四
ケ
所
が
照
合
で
き
、
『
咲
山
抄
』

は
宋
版
あ
る
い
は
そ
の
系
統
の
五
山
版
に
基

づ
い
て
註
釈
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
る
。
註
釈
の
態
度
は
可
能
な
か
ぎ
り
広
い
範
囲
か

ら
註
を
集
め
る
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
て
お
り
、
出
拠
の
渉
猟
と

か
考
証
と
か
に
は
力
が
注
が
れ
て
は
お
ら
ず

、
広
範
囲
か
ら
註
を

集
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
引
用
典
籍
は
あ
り
ふ
れ
た
も
の
が

殆
ん
ど
で
あ
る
。
又
註

の
形
式
も
真
名
抄
が
大
部
分
で
あ
る
が
、

長
短
あ
り
、
句
読
訓
点
あ
り
、
本
朝

ノ
云
云
、
和
名
ノ
云
云
、
和

訓
ノ
云
云
あ
り
、
著
語
風
あ
り
、
校
合
や
そ
れ
に
対
す
る
勘
弁
あ

り
と
い
っ
た
調
子
の
種
々
雑
多
な
も
の
で
あ
る
。

又
巻
二
の
牛
頭
法
融
章
は
そ
の
後
半
の
全
文
に
亘

っ
て
註
が
つ
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け
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
註
だ
け
で
も
五
紙
に
も
の
ぼ

っ
て
い
る
の

も
他

に
類
を
見
な
い
。
註
に
引
用
さ
れ
る
人
名
は
八
人
ば
か
り
あ

る
が
、

「
咲
山
云
」
と
い
う
よ
う
な
表
記
は
全
く
な
い
の
で
こ
の

註
は
撰
者
の
咲
山
周
悉

(
?
・ー

=
二
八
三
)
が
諸
方
の
他
の
註
を

集
大
成
し
た
だ
け
な
の
か
、
咲
山
自
身

の
註
が
こ
の
中
に
は
い
っ

て
い
る
の
か
全
く
判
ら
な
い
。
更
に
不
思
議
な
こ
と
に
は
こ
れ
だ

け
広
範
囲
か
ら
註
釈
を
集
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
伝
灯
抄
」

や

「
普
灯
抄
」
と
い
っ
た
抄
物
か
ら
の
引
用
が
全
く
見
ら
れ
な
い

の
も

『
咲
山
抄
』
の
特
徴
で
あ
る
。

さ
て

『
咲
山
抄
』
は
引
用
典
籍
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
も
の
足

り
ぬ
感
が
す
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
引
用
に
現
わ
れ
る
人
名
は
八

人
ば
か
り
も
あ
る
。
「関
云
」
は
十
七
ケ
所
、
「
私
云
」
は
三
ケ
所
、

「鏡

堂
云
」
は
三
ケ
所
、
「
約
翁
云
」
は

一
ケ
所
、
「竜
山
云
」
は

一
ケ
所
、
「覚
云
」
は

}
ケ
所
、

「林
云
」
は
四
十
ケ
所
、

「
山
翁

云
」
は
四
ケ
所
、
「
翁
云
」
は

一
ケ
所
、
コ

山
云
」
は
九
ケ
所
、

「
山
云
」
は
二
十
五
ケ
所
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
鏡
堂
は
鏡
堂
覚
円

(
一
二
四
四
-

一
三
〇
六
)、

約
翁
は
約
翁
徳
倹

(
=

一四
四
i

=
一=

九
)、
竜
山
は
竜
山
徳
見

(
=

一八
四
ー

=
二
五
八
)、
山

翁

。
翁

・
一
山

・
山
は
後
述
の
如
く

一
山

一
寧

(
一
二
四
七
1

】

三

一
七
)
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
他
は
不
明
で
あ
る
。

『
五
灯
会
元
』
の
巻
十
二

・
十
六
～
二
十
の
六
巻
は

『
景
徳
伝

灯
録

』
と
重
複
し
な

い
部
分
で
あ
る
が
、

「関
云
」
の
引
用
が
あ

る
の
は

『
五
灯
会
元
』
の
巻
十
八
以
降
の
み
の
十
五
人
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
二
人
は

『宗
門
連
灯
会
要
』
に
も
収
録
さ
れ
る
が
十
五

人
と
も

『
嘉
泰
普
灯
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て

『
咲
山

抄
』
は
直
接
に
は

「
普
灯
抄
」
を
引
用
し
な

い
も
の
の

「
関
云
」

の
引
用
は

「普
灯
抄
」
に
基

い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考

え
ら
れ
る
。

他
の

「
私
云
」
「鏡
堂
云
」
「約
翁
云
」
「竜
山
云
」
「覚
云
」
は

出
現
頻
度
が
低
く
照
合
の
意
味
が
な
く
、

「
林
云
」
は

『
五
灯
会

元
』
巻
十
六
以
降
に
も
二
十

一
ケ
所
あ
る
の
で
前
述
の
様
な
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

「山
翁
云
」

の
引
用
は
四
ケ
所
の
う
ち
三
ケ
所
が

『
】
山
抄
』

の
注
と

一
致
し
、

「翁
云
」
の
引
用
は

】
ケ
所
あ
る
の
み
で
あ
る

が
、

『
一
山
抄
』

の
註
と

一
致
す
る
に
反
し
、

コ

山
云
」

は
九

ケ
所

の
引
用

の
う
ち

一
ケ
所
の
み
が

『
一
山
抄

』
と

一
致
す
る
だ

け
で
あ
り
、

「山
云
」
の
引
用
は
二
十
五
ケ
所

の
う
ち

『
一
山
抄

』
と

}
致
す
る
も
の
は
全
く
な
い
。
但
し
こ
の
こ
と
は
こ
の

「山

云
」
が

一
山
以
外
の
山
の
系
字
を
有
す
る
人
物
例
え
ば
蒙
山
や
咲

山
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
先
述
の
大
通
院
蔵
の

『
景
徳
伝
灯

録
』
の
書
入
れ
の

「
山
云
」
の
註
と

一
致
す
る
も
の
が
ニ
ケ
所
あ

る
の
で
こ
の

「山
云
」
は

一
山

一
寧
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ

「山
翁
」
「
翁
」

二

山
L

「
山
」
は
す
べ
て

一
山

一

寧
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
二
者
は

『
一
山
抄
』
と
よ
く

一
致
す
る
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に
対

し
、
後
二
者
は
殆
ん
ど

一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
前
二

者

と
後
二
者
は
夫
々
別
の
出
拠
を
持

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な

わ
ち

…
山
は
前
述
の
如
く

『
景
徳
伝
灯
録
』
の
講
述
も
行
な

っ
て
お
り
、
こ
の
他
に
も

『
五
灯
会
元
』
や
そ
の
他

の
禅
籍

の
講

述
を
行
な

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ら
の
複
数

の
出
拠
を
も

つ

一

山

の
註
が
、
途
中
で
合
揉
さ
れ
た
り
抄
出
さ
れ
た
り
と
い
う
複
雑

な
経
過
を
た
ど

っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
上
述

の

一
山
の
註
が

『景
徳
伝
灯
録
』

と
重
複
し
な
い
部
分
に
み
ら
れ
る
の
は
巻
十
九
仏
灯
守
珂
の
章

の

「神
山
打
羅
陛
山
云
打
羅
者
鯖
麺
也
或
云
神
山
者
石
人
也
打
羅
者

織
羅
也
」
の
た
だ

一
ケ
所
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
既
に
巻
五
の

神
山
僧
密
章
の
註
に

「
打
羅
口
山
翁
云
飾
麺
也
或
云
織
羅
也
或
云

土
羅
」
と
あ
る
の
と
同
様
で
あ
り
、
又

『
一
山
抄
』
の
巻
五
の
神

山
僧
密
章
に
も

「
打
羅
H
山
日
節
麺
之
具
」
と
あ
り
、
若
し
巻
十

九

の
註
が
巻
五
の
註
の
重
出
と
す
れ
ば

『
咲
山
抄
』
の

一
山
の
註

は

『景
徳
伝
灯
録
』
の
範
囲
内
に
収
ま

っ
て
し
ま
い
、

「山
云
」

の
引
用
が

『
一
山
抄
』
と
は

一
致
せ
ず
大
通
院
蔵

の

『景
徳
伝
灯

録
』

の
書
入
れ
と

一
致
す
る
も
の
が
少
し
あ
る
と
い
う
点
と
併
わ

せ
て
考
え
る
と

『
咲
山
抄
』
の

一
山
の
註

の
引
用
は

『景
徳
伝
灯

録
』

の
註
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

第

二
の
巻
七
か
ら
巻
十

一
に
致
る
五
巻
に
付
け
ら
れ
た
「
拾
遺
」

の
部
分
、
す
な
わ
ち

「
乙
」
の
部
分
は

『咲
山
抄
』

の

「
甲
」
の

部
分
の
各
巻
の
後
に

「
五
灯
会
元
紗
第

(
巻
数
)
拾
遺
」
と
冒
頭

に
書
し
た
後
に
章
段
を
分
た
ず
に
註
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
「
甲
」

の
部
分
も

「
乙
」
の
部
分
も
同

一
人
の
筆
蹟

と
判
断
さ
れ
る
。
こ

れ
は
分
量
的
に
は
対
応
す
る

「
甲
」
の
部
分

の
三
分

の

一
強
に
当

た
り
、
内
容
的
に
も

「
甲
」
の
部
分
と
は
相
当
様
子
が
異
な
り
、

他
か
ら
の
引
用
は
少
な
く
、
典
籍
と
し
て
は

『仏
法
大
明
録
』
と

の
校
異
が

一
ケ
所
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
程
度
で
、
他
は

『
方

語
や

『
祖
庭
事
苑
』
等
の
引
用
が
数

ケ
所
あ
る
ぐ
ら

い
で
特
色
は

な
く
、
他
の
人
物

の
講
述

か
ら
の
引
用
は
全
く
な
く
、
種

々
の
註

釈
を
集
成
し
た

「
甲
」
の
部
分
と
は
異
な

っ
て
い
る
。
又

「
乙
」
の

部
分
は

『
景
徳
伝
灯
録
』
と
重
複
す
る
部
分
も
重
複
し
な

い
部
分

も
あ
る
が
、
重
複
し
な
い
部
分
に
も
註
が
あ

る
の
で

『景
徳
伝
灯

録
』
の
註
釈
を
抄
出
し
て

「
甲
」
の
部
分
に
付
加
し
た
の
で
は
な
い
。

こ
の

「
拾
遺
」
が
何
故
に
巻
七
か
ら
巻
十

一
に
か
け
て
の
五
巻

に
の
み
付
せ
ら
れ
他

の
部
分
に
無

い
の
か
理
由
は
判
ら
な
い
が
、

「
甲
」
の
部
分
の
巻
三
の
南
泉
普
願
章
と
巻

四
の
趙
州
従
誌
章
は

註

の
配
列
が
二
段
に
つ
ぎ
足
し
た
か
た
ち
に
な

っ
て
お
り
、
前
段

で

一
応
註
釈
が
終

っ
た
の
ち
、
後
段
で
又
註

が
初
め
か
ら
改
め
て

施
し

直
さ
れ

一
部
に
は

項
目
の
重
複
も
あ
る
の
で
、

或
は
こ
の

「
乙
」
の
部
分

の

「拾
遺
」
は

「
甲
」
の
部
分
に
合
揉
さ
れ
ず
に

残

っ
た
部
分
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

「
乙
」
の
部
分
の

「
拾

遺
」
が

「
甲
」
の
部
分
の
成
立
後
に
増
加
さ
れ
た
も
の
か
、
「甲
」
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の
部
分
を
構
成
す
べ
き
も
の
が
合
揉
さ
れ
ず
に
残

っ
た
も

の
で
あ

る
の
か
判
明
し
な
い
。

第

三
の
巻
十
六
の
後
に
付
け
ら
れ
た

増
補
の
部
分

す
な
わ
ち

「
丙
」
の
部
分
は
、

「
甲
」
の
部
分
の
巻
十
六
が
終
わ

っ
た
後
紙

葉
を
改
め
て
、

「
五
灯
会
元
抄
第
十
六
」
と
標
目
を
た
て
た
後
四

十
項
目
ば
か
り
を
列
挙
す
る
。
こ
の

「
丙
」
の
部
分
は
前
後
と
同

一
の
筆
蹟
で
あ
り
、
項
目
数
に
於
て
は
対
応
す
る

「
甲
」
の
部
分

の
約
半
分
で
あ
る
が
、
紙
葉
数
は
ほ
ぼ
同
等
で
、
註
は
す
べ
て
真

名
抄

で
長
文

の
註
が
多
く
、
形
式
内
容
と
も

「
甲
」
や

「
乙
」
の

部
分

と
は
全
く
異
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ

の

「
丙
」
の
部
分
の
特
徴
は

『
一
山
抄
』
と

『蒙
山
抄
』
の

一
部
を
そ
の
ま
ま
依
用
し
て
い
る
所
が
あ
る
こ
と
で
、
最
初
の
五

項
目

は
標
目
も
註
も
配
列
も
、

『
蒙
山
抄
』
の
巻
十
六
の
初
め
の

五
項
目
と
全
く
同
じ
で
、
続
く
数
項
目
も

『
一
山
抄
』
と
同
じ
で

あ
る
。
も

っ
と
も

『
一
山
抄
』
は
錯
乱
が
あ
り
、
配
列
は

一
致
せ

ず
、
註
も
こ
の

「
丙
」
の
部
分
は

「
山
云
」
で
始
ま
る
の
が

コ

山
抄
』
に
は

「
山
云
」
は
な
い
等
の
相
異
は
あ
る
が
、
基
本
的
に

は

二

山
抄
L
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。
続
く
二

項
目
は
巻
十
六
に
は
該
当
項
目
が
な
く
、
巻
十
九
に
該
当
個
所
が

あ
る
が
、
こ
れ
も

『
蒙
山
抄
』
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
後
は

『
一
山
抄
』
や

『
蒙
山
抄
』
と

一
致
す
る
も
の
が
所

々
に
現
わ
れ
、

全
体

で
四
十
項
目
の
う
ち
八
項
目
は

『
一
山
抄
』
と
、
九
項
目
は

『蒙
山
抄
』
と

一
致
す
る
。

「
甲
」
の
部
分
に
も

『
一
山
抄
』
と

一
致
す
る
註
も
あ
る
が
、
こ
れ
程
の
強
い
関
連
を
有
す
る
も
の
で

は
な
く
、

『
一
山
抄
』
や

『
蒙
山
抄
』
を
依
用
す
る
な
ら
ば
当
然

全
体
を
用

い
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
丙
」
の
部
分
に

の
み
関
連
が
あ
り
、
他
の
部
分
に
は
な
い
の
か
は
理
解
し
か
ね
る

点
で
あ
る
。
猶
こ
の
よ
う
に

「
丙
」
の
部
分
に
は

『
一
山
抄
』
や

『
蒙
山
抄
』
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
る
が
、

「
甲
」
と

「
乙
」
の

部
分
は
内
容
的
に
は

『
一
山
抄
』
や

『蒙
山
抄

』
と
は
関
連
が
な

く
、
従

っ
て

『
咲
山
抄
』
が

『
一
山
抄
』
や

『蒙
山
抄
』
よ
り
後

か
ら
出
来
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

四

『
一
山
抄
』
『
蒙
山
抄
』
『咲
山
抄
』
の
三
者

は
引
用
典
籍
に
も

中
世
に
選
述
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
特
色
が
あ

る
。
そ
の

一
つ
は

『
方
語
』
で
三
者
と
も

『
方
語
』
を
よ
く
引
用

す
る
。
方
語
と
は

禅
籍
に
の
み
見
ら
れ
る
特
殊
用
語

(
一
種
の
慣
用
句
)
の
こ
と
で

あ
り
、

『
方
語
』
は
そ
れ
に
註
を
併
わ
し
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の

註
な
し
で
は
方
語
は
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能

と
い
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
特
殊
な
も
の
で
あ
る
だ
け
に

一
度
転
託
が
起

る
と
、
そ
の
転
託
し
て
意
味
の
通
じ
難
く
な

っ
た
も
の
に
手
を
加

え
て
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
為
に
ま
す
ま
す
転
設
が
甚

し
く
な
り
、

世
上
に

流
布
す
る
元
禄

頃

の
木
版
本
の

『宗
門
方
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語
』
も
転
託
の
甚
し
い
も
の
に
増
広
改
変
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、

殆
ん
ど
使
用
に
堪
え
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
『
一
山
抄
』
『
蒙
山
抄
』

『
咲
山
抄
』
に
み
ら
れ
る
引
用
は
古
い
も
の
だ
け
に
転
読
も
な
く

三
者

が
互

い
に

一
致
す
る
の
み
な
ら
ず
、
中
世
の
他
の
註
釈
と
も

一
致

す
る
の
で

『
方
語
』
の
元
来
の
内
容
を
復
原
す
る
の
に
有
力

な
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

次

に

『律
宗
新
学
名
句
』
の
引
用
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
法
数

と
共

に
仏
教
の
名
数
に
対
す
る
註
に
は
よ
く
引
用
さ
れ
る
。
法
数

は
引
用
さ
れ
る
中
国
選
述
の
文
献

の
中
で
は
最
も
新
し
い
も
の
と

考

え
ら
れ
る
が
、
類
似
し
た
名
称

の
も
の
が
数
種
あ
り
、
そ
れ
ら

の
中

に
は
内
容
が
殆
ん
ど
同
じ
で
選
述
時
期
も
近
接
し
た
も
の
が

あ
り
、

『
一
山
抄
』
や

『蒙
山
抄
』
の
引
用
と
比
較
的
よ
く

一
致

す

る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
う
と
断
定
す
る
に
は
問
題
も
あ
る
の
で

法
数

の
選
述
年
代
に
よ

っ
て

『
一
山
抄
』
や

『
蒙
山
抄
』
の
成
立

時
期

の
下
限
を
定
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

『
一
山
抄
』
や

『蒙
山
抄
』
に
み
ら
れ
る
禅
宗
史
籍
の
註
釈
書

は
殆

ん
ど
が

「
伝
灯
抄
」
や

「普
灯
抄
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

他

に
照
合
対
応
す
る
資
料
が
な
く
、
引
用
の
さ
れ
方
に
も
問
題
が

あ
り
、
当
初
か
ら
の
註
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
な
点
も
あ
る
の

で

「
伝
灯
抄
」
や

「普
灯
抄
」
が

『
一
山
抄
』
や

『
蒙
山
抄
』
に

先
行
す
る
と
は

一
概
に
い
い
き
れ
な
い
。

さ
て
禅

の
系
譜
が
中
国
人
か
ら
日
本
人
に
移
り
か
わ

っ
た
の
は

鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
禅
宗

史
籍
の
註
釈
が

次
々
と

選
述
さ
れ
た
の
は

決
し
て
偶
然
で
は
な

い
。
こ
れ
以
前
の
時
代
に
も
来
朝
僧
や
留
学
僧
に
よ

っ
て
種
々
の

禅
籍
の
講
述
や
筆
録
が
行
な
わ
れ
て
き
て
お
り
、
日
本
側
は
中
国

か
ら
の
新
知
識
を
受
容
吸
収
し
蓄
積
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ

は
相
当
の
水
準
に
ま
で
達
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
未
だ
註
釈

書
が
選
述
さ
れ
る
に
ま
で
は
到
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
時
期

に
い
た
り
法
の
嗣
承
者
と
な
る
ま
で
に
日
本
人
の
資
質
学
力
が
向

上
し
、
従
来
蓄
積
さ
れ
て
き
た
学
問
や
知
識

は
、

一
方
に
於
て
は

こ
の
よ
う
な
註
釈
書
と
し
て
ま
'と
め
ら
れ
、
同
時
に
他
方
に
於
て

は
五
山
文
学
作
品
の
選
述
と
い
う
方
面
に
も
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
人
の
資
質
学
力
が
い
か
に
向
上
し
て
も
禅
籍

の
読

解
力
学
識
と
い
う
点
に
於
て
は
、
日
本
人
と
中
国
人
と
の
間
に
は

如
何
に
努
力
し
て
も
及
び
難

い
隔
り
が
あ

っ
た
こ
と
も
明
白
で
あ

ろ
う
し
、
こ
の
こ
と
は
法

の
嗣
承
者
が
日
本
人
に
移
り
か
わ
る
時

期
に
は
強
く
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
こ
の
時
代
に
も
そ

れ
以
後

の
時
代
に
も
来
朝
僧
や
留
学
僧

の
往
来
は
盛
ん
で
は
あ

っ

た
が
、
む
し
ろ
そ
れ
故
に
こ
そ
本
場
の
中
国
人
と
受
容
す
る
立
場

の
日
本
人
と
の
間
の
学
力
知
識

の
断
絶
は
よ
り

一
層
強
く
認
識
さ

れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

右
の
様
な
状
況
の
も
と
に
、
種

々
の
註
釈
書
が
選
述
さ
れ
は
じ
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め
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
選
述
の
動
機
は
単
に
出
拠
の
渉
猟
や
考

証
と

い
っ
た
様
な
学
問
的
な
関
心
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
従
来
蓄

積
さ
れ
て
き
た
も
の
を
散
侠
さ
せ
ま
い
と
い
う
意
識
も
働

い
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
は

一
方
に
於
て
は
五
山
文
学
作
品
が

次
々
選
述
さ
れ
る
と
同
時
に
、
形
成
途
上
の
禅
宗
教
団
の
教
学
の

確
立
に
関
連
し
た
著
作
が
次
々
と
著
わ
さ
れ
て
い
た
時
代
で
も
あ

り
、
註
釈
書
も
大
部
分
が
禅
籍

の
註
釈
書
で
あ
る
。
し
か
し

一
旦

こ
れ
ら
の
著
作
が
選
述
さ
れ
る
と
そ
れ
で
需
要
が
満
た
さ
れ
た
為

か
、
そ
の
後
は
禅
籍

の
註
釈
書
の
選
述
は
少
な
く
な
り
、

一
般
の

漢
籍
や
文
学
書
の
註
釈
が
盛
ん
に
な

っ
て
ゆ
き
、
こ
の
時
期
に
選

述
さ
れ
た
禅
籍
の
註
釈
書
は
大
部
分
が
そ
の
伝
承
を
失
な

っ
て
し

ま
う

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

『
一
山
抄
』

『蒙
山
抄
』

『咲
山

抄
』
は
、
書
写
年
代
は
室
町
後
期
に
降
り
、
後
世
の
註
の
混
入
や

錯
乱
が
あ
る
と
は
い
え
、
最
も
古

い
時
期
に
成
立
し
た
註
釈
書
の

中
に
属
し
、
そ
れ
自
身
の
資
料
価
値
は
も
ち
ろ
ん
、
中
世
の
註
釈

の
研
究

の
指
標
と
な
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
意
味
に
於
て
重

要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
註
釈
書
に
よ
く
引
用
さ
れ
る

一
山

一
寧

が
中

世
の
日
本
禅
宗
の
学
問
の
成
立
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大

き
な
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

上
述

の
禅
宗
史
籍
の
註
釈
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く

一
般
に

『
碧
岩

録
不
二
紗
』
等
の
中
世
選
述
の
註
釈
書
に

「
一
山
云
」

「
山
云
」

の
註
や
引
用
が
あ
る
の
は
屡

々
見
う
け
ら
れ
、
更
に

『
大
光
明
蔵

事
苑
』
『
大
光
明
蔵
蔑
蒙
』

『
五
灯
別
霞
』

『
景
徳
伝
灯
録
校
解
』

等
の
近
世
の
註
釈
書
に
も
多
く
は
な
い
が

「
山
云
」
の
引
用
或

い

は

「会
元
抄
」
「
伝
灯
抄
」
「
五
灯
考
」
等
の
引
用
が
あ
る
。
た
だ

こ
れ
ら
の
註
に
は
屡

々
転
託
や
省
略
や
倒
置
等
が
あ
り
、
引
用

の

仕
方
も
断
片
的
で

一
山
の
註
と
し
て
体
系
的
な
も
の
で
は
な

い
為

に
意
味

の
通
じ
か
ね
る
場
合
で
も
そ
れ
以
上
遡
及
し
て
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ず
中
途
半
端
な
ま
ま
に
な

っ
て
し
ま
い
、
結
局
は
依
用

す
る
に
足
り
な

い
よ
い
か
げ
ん
な
註
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
が
ち
で

あ

っ
た
。
し
か
し
上
述
の
資
料
を
相
互
に
対

照
す
れ
ば
転
詑
や
省

略
等
を
訂
正
で
き
る
も
の
も
多
く
、
又
従
来

単
な
る
伝
承
と
さ
れ

て
き
た
も
の
も
そ
の
基
づ
く
所
が
明
ら
か
に
な

っ
た
も
の
も
あ
る
。

又
こ
れ
ら
の
文
献
に
現
れ
る

一
山
の
註
を
対
照
し
て
み
る
と
対

照
で
き
な

い
も
の
は
別
と
し
て
対
照
で
き
る
も

の
を
そ
の
性
質
に

従

っ
て
分
類
す
る
と
、

一
は
少
異
は
あ
る
も

の
の
よ
く

一
致
す
る

も
の
、
二
は
同
義
で
は
あ
る
が
文
の
異
な
る
も
の
の
二
つ
に
分
類

で
き
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
後
者

の
よ
う
な
註
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
先
に

一
山
が

『
景
徳
伝
灯

録
』

『
五
灯
会
元
』

の
講
述
を
行
な

っ
た
と
述
べ
た
よ
う
に
、
こ

の
種
の
註
は
そ
れ
ぞ

れ
別
の
異
な

っ
た
出
拠
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
従
来

こ
の
こ
と
が
判
然
と
し
な
か
っ
た
為
に
、
相
互

の
不

一
致
に
よ

っ

て
信
頼
す
る
に
足
り
ぬ
も
の
で
あ
る
と
か
、
た
だ
漠
然
と
古

い
註
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で
あ
る
と
か
し
た
態
度
は
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
事
実

『大
光
明

蔵
事
苑
』
『大
光
明
蔵
蔑
蒙
』
に
は

「
五
灯
考
」

「伝
灯
紗
」

「会

元
抄
」

「
山
日
」
等
の
引
用
が
い
く
つ
か
あ
り
、
従
来
は
対
照
し

う

る
も
の
が
な
か
っ
た
が

『
一
山
抄
』
『
咲
山
抄
』
(
六
)
の

『景

穂
伝
灯
録
紗
』
大
通
院
蔵
の

『
景
徳
伝
灯
録
』
の
書
入
れ
等
と
対

照
す
る
と
殆
ん
ど
が
対
照
で
き
、

こ
の
他

『
五
灯
別
露
』

『
景
徳

伝
灯
録
校
解
』
等
の
註
釈
書
に
も
対
照
で
き
る
も
の
は
少

い
な
が

ら
他
に
は
み
ら
れ
ぬ

一
山

の
註
が
あ
り
拾
遺
す
べ
き
も
の
は
ま
だ

数
多
く
あ
る
。

さ
て
以
上
の
如
く
五
灯
会
元
抄
は
、
後
人
の
註
の
混
入
や
錯
乱

や
編
成
上
の
不
統

一
等
資
料
自
身
に
も
問
題
は
あ
る
が
、
禅
籍

の

註
釈
と
し
て
は
最
も
古
い
時
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
種

々
の

面

で
の
資
料
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
は
資
料
の
紹
介

を
中
心
と
し
た
が
、
対
照
資
料
の
不
足
や
筆
者
の
思
わ
ぬ
失
考
も

多
く
あ
る
と
思
う
の
で
、
新
資
料
の
出
現
に
期
待
す
る
と
共
に
先

学

の
示
教
を
賜
り
た
い
。

最

後
に
な

っ
た
が
貴
重
な
古
写
本
の
撮
影
を
許
可
し
て
い
た
だ

い
た
両
足
院
の
伊
藤
東
慎
師
を
は
じ
め
そ
の
他
の
資
料
の
利
用
を

許
可
し
て
い
た
だ
い
た
諸
方
に
は
心
か
ら
御
礼
申
上
げ
た
い
。
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◎
選
述
者

一
覧
表

(
こ
れ
は
嗣
法
図
で
学
業
の
伝
授
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

密
庵
威
傑

…

)

選
円
爾
升
円

-

奇
山
円
然

無
学
祖
元

(
ご
こ
八
六
-

雲

章

一
慶

〔
五
灯

}
覧
)

高
峰
顕
日

ー

夢
窓
疎
石

規
庵
祖
円

破
線
以
下
は
日
本
人
)

州 春
屋
妙
蕗

ー

(

ー
二
二
八
三
)

咲
山
周
悉

〔
五
灯
会
元
抄
〕

無
極
志
玄

ー

古

笈
周

印

〔
五
灯
会
元
抄
〕

(
}
二
七
六
ー
=
三
ハ
六
)

蒙
山
智

明

〔
五
灯
会
元
抄
〕

馨賠

(
一
二
四
七
ー
=
二
一
七
)

頑
極
行
弥

-

一
山

}
寧

〔
五
灯
会
元
抄
〕

雪
村
友
梅

太
清
宗
謂

1

横
川
如
瑛

i

古
林
清
茂

(
=
三
一八
⊥

四
〇
七
)

空

谷

明
応

〔
伝
灯
録
を
講
述
〕

r

竺
仙
梵
仙

l
r

(
】
三

一
八
1
=
二
七
五
)

椿

庭
海
寿

〔伝
灯
録
抄
〕

(

ー
一
四
四
一
)

叔
英

宗
播

〔
五
灯
会
元
抄
〕


